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１１  法法人人経経営営  
 
令和６年度は、障害福祉サービス等報酬改定があり、安定した法人経営ができるよう各事業

所の定員数や営業時間等の見直しを行いました。しかし、利用者の高齢化・障害の重度化によ

り、特に施設入所者の利用者数が減り、新規利用者の確保が課題となりました。節電・節水、

ペーパーレス化等によるコスト削減に取り組み、安定した経営に努めました。 
 

(１) 一体的な組織運営 
令和６年度も４月に理事長メッセージを実施し、８３名の職員が出席しました。また、

運営会議を４回実施するとともに、貴峯荘・貴峯荘湘南の丘の業務連絡会を毎月１回開催

し、情報共有等に努めました。 

 

(２)感染症等への感染防止対策 

インフルエンザ予防接種実施の他、１１月２６日に平塚市民病院感染対策室の協力を得て

感染症防止研修を実施しました。新型コロナウイルス第８回目ワクチン接種については、感

染防止対策の観点から継続して行う必要がありますが、６５歳以上と６０歳から６４歳の方

で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に障がいがあり、身の回りの生活が極度に制限される方、

（ＨＩＶ）による免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方（障害者手帳

１級程度）と限定されたことから、重篤化防止に切り替え利用者の希望に沿うこととしまし

たが、希望者はありませんでした。併せて、感染症の予防等のための指針の見直しを行いま

した。 

 
(３) 防犯・防災機材の整備と事業継続計画（ＢＣＰ）の策定と見直し 

防犯研修の実施・防災機材の点検・避難訓練・貴峯荘さんま祭りと称して炊き出し訓練を

実施しました。また、防災備蓄食料の更新をしました。 

１２月１日には、感染症発生時における事業継続計画（ＢＣＰ）の見直しを行いました。 

１月３０日にＢＣＰ合同机上訓練を実施し、２月に自然災害発生時における事業継続計

画（ＢＣＰ）のハザードマップの更新等の見直しを実施しました。 

 
(４) 福祉サービス第三者評価の受審 

令和６年度は貴峯荘第２ワークピアが公益社団法人社会福祉士会の第三者評価を受審しま

した。１２月４日・９日に受審し、３月に最終版報告書を受け取るとともに、評価機関より

結果が公表されました。法人のホームページのお知らせから閲覧できます。 

 
(５) 障害者虐待防止・人権擁護 

虐待防止・身体拘束等適正化委員会主催のグループワーク研修の他、オンライン研修を活

用することで定期的に開催しました。併せて、身体拘束等適正化のための指針と虐待の防止

のための指針の見直しを行いました。 
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(１４) 法人の沿革 
  昭和２４年 ３月 ・ 身体障害者授産施設「県立平塚貴峯荘授産所」開所 

昭和３３年 ４月 ・ 社会福祉法人神奈川県厚生協会設立 

昭和４２年 ９月 ・「平塚貴峯荘授産所」を「貴峯荘職業更生センター」に名称変更 

(入所 90 名、通所１０名) 

昭和５３年 ４月 ・「貴峯荘職業更生センター」を「貴峯荘第１職業更生センター」（入所５５

名、通所２０名）と「貴峯荘第２職業更生センター」 

                     （入所５０名、通所７名）に名称変更 

平成 ２年 ４月 ・「貴峯荘第１職業更生センター」の定員を変更（入所３０名、通所２０名） 

           ・「貴峯荘第２職業更生センター」の定員を変更（入所７５名、通所２０名） 

平成１２年 ２月  ・居宅介護支援事業「貴峯荘介護援助センター」開設 

平成１５年 ４月 ・「貴峯荘第２職業更生センター」の定員を変更（入所６０名） 

・貴峯荘第１職業更生センター」と「貴峯荘第２職業更生センター」の通所

事業（各２０名）の廃止 

平成１５年 ４月 ・身体障害者通所授産施設「貴峯荘ワークピア」の開設定員を変更（通所 

４０名） 

平成１７年 ３月 ・「貴峯荘第１職業更生センター」廃止 

平成１７年 ４月 ・身体障害者授産施設「貴峯荘」開設（入所５５名） 

            (貴峯荘第２職業更生センターから名称変更) 

           ・身体障害者療護施設「貴峯荘湘南の丘」開設（入所５２名） 

           ・身体障害者療護施設「貴峯荘湘南の丘短期入所事業」開始（入所４名） 

           ・身体障害者デイサービスセンター開設（定員１日１５名） 

平成１８年１０月 ・貴峯荘地域支援センター「生活介護事業」開始（定員１日１０名） 

（身体障害者デイサービスセンターから移行） 

・「貴峯荘湘南の丘」短期入所事業を自立支援法に基づく短期入所事業移行 

・貴峯荘地域支援センター「相談支援事業」開始 

平成１９年 ４月 ・「貴峯荘ワークピア」就労継続支援事業Ｂ型開始（定員４０名） 

（身体障害者通所授産施設から移行） 

・貴峯荘地域支援センター「生活介護事業」の定員変更（定員１日２０名） 

・「貴峯荘ケア付き住宅」の運営開始（定員５名） 

平成２１年 ３月 ・居宅介護支援事業「貴峯荘介護援助センター」の事業廃止 

平成２２年 ４月 ・「平塚市中里２７８番地１」の土地２，３５１．２１㎡と建物を平塚市か

ら取得、建物一部改修工事 

平成２３年 １月 ・貴峯荘地域支援センタ－を「平塚市中里」へ移転 

・障害者支援施設「貴峯荘湘南の丘短期入所事業」の定員変更(入所５名) 

平成２３年 ４月 ・「貴峯荘」施設入所支援、生活介護に移行（定員５５名）(身体障害者入所

授産施設から移行） 

・「貴峯荘湘南の丘」施設入所支援、生活介護に移行（定員５２名） 
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２２  施施設設運運営営  
  

(１) 貴峯荘（施設入所支援・生活介護・短期入所） 
貴峯荘の入所利用者の平均年齢は６７.７歳、障害支援区分平均は、４.６８と年々高齢化、

障害の重度化が進行しています。数年前には歩行出来ていた方も、転倒や加齢による身体機

能の低下により車椅子や歩行器などの補装具が必要となりました。 
入所者の７割以上の方々が作業後にリハビリに取り組み、入院等で体力低下した方は午

前・午後１日に２回のリハビリを行いましたが、機能の低下に追いついていけない状態でし

た。 
機能低下により一人で買い物をすることが困難な利用者が多く、買物代行、衣類の出張販

売やパンの出張販売の活用、職員と近隣のクリエイトに出かける買物同行などを活用する方

が増加しました。 
転倒や体調不良等による救急車の要請数が過去最多となっており、傾向としては夜間、土

曜、日曜、祝日に集中しました。こうした中で利用者の安全を第一に、支援の在り方につい

て考えるプロジェクトチームを発足し、検討を進めています。 
また、利用者の満足度が上がるような余暇活動を目指し、利用者の意向を確認しながら映

画鑑賞会やドライブ、法人の墓参り、毎月の買い物同行など利用者に楽しんでもらえるよう

なイベントを企画・実施しました。 
貴峯荘に入所・通所しながら作業に取り組み、働きがいや生きがいを感じて収入を得る喜

び、社会に貢献する誇りをもち、その人らしく楽しく豊かな人生を一緒に過ごせるよう取り

組みました。 
令和 6 年度も、新型コロナウイルス感染防止対策のため、検温、手指消毒（手洗い）、マ

スクの着用を奨励しました。 
 

ア 貴峯荘利用状況 施設入所（定員４０名）            （単位：名） 
区 分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

利用者数 34 34 34 34 34 34 34 34 34 34 34 34  408 

延利用者数 1,020 1,054 1,027 1,054 1,054 1,020 1,023 1,020 1,025 1,012 964 1,052 12,325 

異動状況 

１ 

△１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

  
 障害支援区分           令和７年３月３１日現在 

障害支援区分 人  数 比率（％） 

区 分  ６ ４   １１．８  

区 分  ５ １８  ５２．９  

区 分  ４ ９  ２６．５  

区 分  ３ ３  ８．８  

区 分  ２ ０  ０  
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キ 事業所別 作業参加状況（Ｂ型・生活介護） 

 

 

ク 就労継続支援Ａ型事業所 利用状況     

 

 ※就労継続支援Ａ型の利用者については、非常勤職員として雇用し最低賃金を適用しています。 

 

ケ 作業科目別 売上の状況 

 

 

28 13 9 17

3

時給

16 114

平均工賃

24,976

34,467

43,875

4,382

415

貴 峯 荘
生 活 介 護

貴 峯 荘
第２ワークピア

貴 峯 荘
湘 南 の 丘

貴 峯 荘
ワ ー ク ピ ア

合計

地 域 支 援
セ ン タ ー

10

16

6

1

15

149

6

34

208

287

366

37

40

在籍者数

34貴 峯 荘

事 業 所
クリーニング

1

3

印　刷 縫　製 組立・軽作業

作　業　項　目

月額

2

01

3

1

0

1826

0

1

276

小計 67

6

3

71

15

5

0

1

27,726

事 業 所

160,477 1,235

月額 時給

貴 峯 荘
第２ワークピア

4 4

在籍者数
作　業　項　目 平均賃金

組立・軽作業クリーニング 印　刷 縫　製

印 刷 科 243日

売上額（円）
年間

稼働日

259日

組 立 軽 作 業 班 243日

縫 製 班 243日

介 護 用 品 243日

25,533,935

56,204,040

6,650,920

2,443,575

19,387,431

部　署　名

ク リ ー ニ ン グ 科

県内障害者、高齢者施設、一般企業
ひらつか障がい者福祉ショップ、他

神奈川セルプセンター、他

県内障害者・高齢者施設、他

合 計

貴 峯 荘
第 ２ ワ ー ク ピ ア

269日

小 計

学校、神奈川県庁、市町村関係、他

神奈川県総合リハビリテーション事業団

子ども自立生活支援センター他

110,219,901

62,023,151

172,243,052

主な取引先・活動内容　

県内病院、施設、学校関係、出先機関
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４４  自自治治共共済済会会  
昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症対策として、日々の検温や手指消毒（手

洗い）の実施など、自治共済会としてひとりひとりが出来るかぎりの事を行いました。ま

た、感染者が発生した際には個室隔離、フロア隔離などの対応に協力して感染拡大防止に

努めました。 

利用者が楽しめるようにと、会員の皆様からの意見、要望を集約し土日、祝日にドライ

ブや映画会、卓上ゲーム、法人の墓参り（清掃）、定期的な買い物同行を行い工夫した余暇

活動が企画・実施されました。 

会員各自が興味のある活動に参加し、日常生活を楽しむことが出来ました。自治共済会

としては、こうした土日祝日の余暇活動の参加者に飲み物等の提供をしました。また、施

設内行事の夏まつりでの盆踊りや、富士見地区の市民体育レクリエーション大会に参加

し、地域の方々と交流を深めることが出来ました。 

少しずつではありますが元の生活に戻りつつある中で、今後の感染症防止対策を一人ひ

とりが徹底して行うよう会員の周知に努めていきます。 

 

 

 

令和６年度自治共済会役員 

 

会 長   羽藤 比奈子 

副会長   所  恵子 

                   阿部 雄二郎 

給食委員  若山 智明 

会 計   青野 正伸 

会計監査  水堀 健司 

書 記   生田 雄一 

総 務   田所 正哉 
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